
直接実施 業務委託等 補助金・負担金・助成金

 事務事業評価（主要事業レビュー） 
款 01資本的支出 項 01建設改良費 目 01増築工事費 事務事業番号 01010117

千円

事業名 R1年度
（決算額）

財　　源　　内　　訳

担当部・課 国道支出金 地方債 その他 一般財源

千円 680,600 千円 2,115 千円
市立病院事務部　経営管理課

医局棟増築事業
682,715 千円

根拠法令

実施方法 □ ■ □

事業の目的・対象
　医療需要に対応するため医師数が増加。それに伴う医局スペースの狭隘化を解消するこ
とにより、医師の職務環境の改善を図ります。

事業の必要性
　医局スペースの狭隘化の解消により職務環境が改善され、安定した医師の確保にもつな
がり「質の高い医療」の提供が可能になると考えます。

事業の内容 ・平成29年度　　実施設計開始
・平成30年度　　建設工事開始
・令和２年２月　完成・移転

　プレキャストコンクリート造　３階建
　延べ床面積　　1,492.66㎡

　　　   　  　外　観                    　　　　　   医局ブース

SDGs17の目標

コスト

人件費

職員構成
概算人件費

(平均給与×従事職員数)
従事職員数

事業費
(R1年度決算額）

682,715 千円
担当正規職員 1,405 千円 0.2 人

嘱託職員 千円 人

人件費 1,632 千円
再任用（ﾌﾙ） 千円 人
再任用（ﾊｰﾌ） 千円 人

総　計 684,347 千円
任期付職員 千円 人
臨時職員 227 千円 0.1 人

評価指標
（事業実績）

指標名 単位 R1年度 H30年度 H29年度

自己評価
事業の有効性（効果の達成状況） ■ 高 □ 中 □ 低

事業の効率性（費用対効果） ■ 高 □ 中 □ 低

自己評価の理由
　医局スペースの狭隘化が解消され医師の職務環境が改善されたことから、事業の有効
性・効率性ともに高と評価しました。

事業の課題、
今後の方向性等

　維持管理経費の増加による経営への影響や、旧医局スペースの有効活用などを検討し、
より質の高い医療の提供を目指すため、安定した医療体制の実現に努めます。

特記事項
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 事務事業評価（主要事業レビュー） 
事務事業番号 01010218款 02固定資産取得費目項 01建設改良費01資本的支出
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直接実施 業務委託等 補助金・負担金・助成金

 事務事業評価（主要事業レビュー） 
款 01資本的支出 項 03長期貸付金 目 01学資金貸付金 事務事業番号 01030119

千円

事業名 R1年度
（決算額）

財　　源　　内　　訳

担当部・課 国道支出金 地方債 その他 一般財源

千円 1,800 千円 40,950 千円
市立病院事務部　経営管理課

学資金貸与事業
42,750 千円

根拠法令 苫小牧市立病院学資金の貸付けに関する条例

実施方法 ■ □ □

事業の目的・対象
　将来、当院で看護師等の業務に従事しようとする優秀な人材の育成及び確保を目的とし
て、看護師等養成機関の就学者に対して学資金を貸与します。

事業の必要性
　看護師の確保対策として、平成23年度から復活した制度で、質の高い安定的な看護を提
供するためにも必要であると考えます。

事業の内容

　募集に当たっては、将来の必要人員を踏まえ、例年９月・３月に募集を行い、予算の範
囲内で最大限制度の活用を図っています。具体的には、看護師免許取得可能な道内の高
校・大学・看護学校等に対して資料を送付して利用を呼び掛けています。
　また、令和元年度から薬剤師を目指す就学者にも対象を拡充し、学資金月額15万円を貸
与することとしました。

　　【令和元年度　決算額】
　　　　看護師　　　　　　　51人　×　 50千円／人　×　　12か月　＝　30,600千円
　　　　助産師・薬剤師　　　６人　×  150千円／人  ×　　12か月　＝　10,800千円
　　　　薬剤師　　　　　　　１人  ×　150千円／人  ×　　９か月　＝   1,350千円

SDGs17の目標

コスト

人件費

職員構成
概算人件費

(平均給与×従事職員数)
従事職員数

事業費
(R1年度決算額）

42,750 千円
担当正規職員 1,405 千円 0.2 人

嘱託職員 千円 人

人件費 1,405 千円
再任用（ﾌﾙ） 千円 人
再任用（ﾊｰﾌ） 千円 人

総　計 44,155 千円
任期付職員 千円 人
臨時職員 千円 人

評価指標
（事業実績）

指標名 単位 R1年度 H30年度 H29年度

学資金貸与者数 人 58 55 53

自己評価
事業の有効性（効果の達成状況） ■ 高 □ 中 □ 低

事業の効率性（費用対効果） □ 高 ■ 中 □ 低

自己評価の理由

　安定した医療体制の実現には医療スタッフの安定確保は不可欠であり、この事業の果た
す役割は大きいことから、有効性は高と評価しました。
　効率性においては薬剤師学資金貸与者の入職は令和２年度のため、中と評価としまし
た。

事業の課題、
今後の方向性等

　制度のPR方法を工夫するとともに、償還免除に伴い退職することなく長く勤務していた
だけるよう、魅力ある病院づくり・働きやすい職場環境の実現を目指していきます。

特記事項
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